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マキハダづくりを追って(上)

国指定重要有形民俗文化則

「吉野林業用具.と林産加工用具」の概略

県指定有形民俗文化財

「奈良県の小耕用具」の槻略

火阪の資産家に救われ奈良の農家に来た牛

民俗公州たより"牛.する樹木
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整を使用した牛耕風景(生駒市南田原町、昭和51・52年頃)
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はじめに

20世記は人類の歴史上かつてない激動のときであっ

た。「もの」の文化に上っても例外ではなく、技術や道

具・機械の進化は人の意識が取り残されかねないくら

いの急変化を続けてきた。そんななかで、新しい物が

生まれると古い物が消えてしまうということか'くり返

されてきた。「もの」が消えると同時に技術も消え、同

時に人の1己憶からも薄れてしまっている。特に、職人

の経験や技にたよって親方から弟子へと受け継がれて

きたような手仕事は、一旦とぎれてしまうとその貴重

な技は消滅してしまうことになる。それでも、高価な

物や芸術性に見いだされたものは何とか受けつがれて

いるが、そうでない物はほとんど見向きもされていな

い。しかし、消えたりしている「もの」に関わる技術

や文化は、これから進む未来にあっても必要なもので

あるはずである。ここで述べる『マキハダ』も昨年ま

で本県桜井市で仕事・をされていた職人がなくなり、消

えそうになっている。

筆者が勤務する天理の夜間中学には、この仕事を生

業としてきた在日朝鮮人も通っている。彼女たちが学

びの中で書いてきたマキハダの仕事のことも貴重な記

録として残してきている。それを単なる学びの記録に

とどめず、個人の記録を社会化する作業のなかで調査

を続けくきた。その一端を述べてみたい。

なお、桜井のマキハダについては、すでに当館の横

山浩子学芸員によっく訓査撮告がなされているので介

わせくご覧いただきたい小。

マキハダづくりを追って(上)

天理1"立北中学校夜問学級(夜問中学)

にも様々な利用がなされている。聞き取りで佐i忍した

だけでも、桶、風呂桶、雨とい、下水迫管、炭鉱の坑

迫などがある。また、火縄銃の「火縄」や鵜飼いの千

綱としての利用もされていたようだ。下水道管につい

ては、桜井からを.古屋市の下水道局へ随分卸していた、

という話を複数の人に聞いている。下水管の継ぎ何に

太い縄(マキハダ)を詰めていたらしい。
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1 名称と用途

マキハダは、木造船の板と板の問に充填して浸水を

防止するために仙用されるものである。主に、絵の皮

を加_上して縄状にしたものである。「まきはだ」や「ひ

のき縄」、「ひなわ」、「まきなわ」など様々な呼び名か

ある。『広剛W叫(第馴加には、<「柏肌」,つまいは

だ>と舌功、れていて、「まいはだ」の項には次のように

吉かれている。<「まいはだ」【禎皮・柏11儿1 (マキハ

ダの音便)ヒノキやマキの内皮を砕き、柔らかい繊湖

ノ＼としたもの。町・・桶などの水の漏るのを防ぐため、

わせ目または接ぎ目に1吉めこむ。のみ。のめ。>。

主たる用途は木造船の防水iιiめ其であるが、その他
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2 マキハダ詰めの実際

実際にマキハダを船に詰める場面を見学する機会が

あった。琵琶湖の『丸子船』と[呼ぱれる木造船を修理

している船大上・松井三四郎さんの工場での記録から

概1略を見ておく(2002年3月)。

竹で作った自作の「サキヤリ」に油を付けて滑'りょ

くしなか'ら船底の板と板の隙間をこじ開ける。縄状の

マキハダを適度の太さにほぐしく、隙問の大きさに介

わせながら「ヤトク」をあてて、木製のハンマーで打

ち込む。キーコ、キーコと板と竹'がすれる小気味よい

音をさせながらテンポよく進める。これを、 3、 4凧繰

り.返してマキハダが辿度の詰まりになるように、音で

佐かめながらの作業であった。

松井さんは、「海の船は絵皮製、淡水(湖・河j山の船

には柚皮製がよい」という。海水と淡水ど剛_}を浮かべ

る1昜i所1こよっ Li古めるマキノ、ダタ)1オヂ1 を変え L L、メC ら

しい。しかし近年は、高野仙での製込がされなくなっ

ているので、桧製が使川されているという。
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3 製造過程

桜井での製造過靴をみる。
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(1)木から皮をむきとる

桧の木のあら皮をそぎとる。まず、 3 尺余りの幅で

切り目を入れて、鉄製のへラを差込みながら形成層あ

たりで皮と木部を取り分ける。次に、外皮と内皮を包

丁で分ける。外皮は寺や神社の屋根に使用する「絵皮」

になる。マキハダ用として内皮部分を使う。0

(2)皮を天Π干しする

概ね5寸幅で長さ3尺の皮を川や池の堤防や広場に

広げて干し乾かす。刈り取りが終わった田んぽ一面に

広げられた「皮の蔽松」風景を記憶している地元の人

は多いと聞く。

(3)水に浸けて晒す

皮に含まれている灰汁を抜くために水に晒す。池に

浸ける場合は、皮10枚くらいを紐で束ねて夕方に人れ

る。水に浮か人でいる部分のアク抜きができないので、

上下をひっくり返す必要がある。そのため夜半に、 3

m程の竹の先に引っ掛け鉤の付いた棒で作業がなされ

た。この作業がかなり重労働であった。

(4)天日干しする

一晩水に晒した皮を、再度天日干しする。

(5)室で乾燥する

十分乾かした皮を、「室」で人工的に乾燥させる。

「室」は>煉瓦で四方を囲んだ6 mX 4 m (大きさは

様々)の半地下になっていて、蓋は木枠にトタンで防

熱を施している。熱源は、木材を鋸で切る時に配,来る
、

おが屑を燃やすことによる。この火の管理が難しい。

職人の勘が頼りになる。

(6)叩く

乾燥した板を 7、 8攸重ねて叩いて粒蛎靴をほぐす。
土'、 、L

機械化するまでは横槌を使って手で満遍なく叩いた。

(フ)ほぐしてiⅧ伏にする

叩いて柔らかくなったものを足の第1指と第2指の

/

冏に挟み、両手で1念じってほぐす。
二

その後、縄状に絢うと製品になる。

4 桜井における朝鮮人とマキハダ

桜井でマキハダを扱ってきた福士章介さんは、「始め

た頃は日本人だけでしたが、最盛期には旧本人3 割、

朝鮮人7割くらいだったと思います」と話しだ1。
1.に[」

件嬰リ・1、町史』(]954年)にも、「この職業は随分峡の

多いもので大部分朝鮮人が従事・している」とある。

]920年代にはいると、大阪電気軌道σ見}丘鉄)が

1929年]河桜井駅を開業させ、 1930年12打には参宮急、

行電鉄(現近'知が青山トンネルを開業させてさらに

東進していく。この山越え谷越えの難工事に多くの朝

鮮人労働者がたずさわってきた。トンネルエ事など危

険な仕事を経て一定の生活基盤ができてきた時、妻や

子どもなどを朝鮮から呼び寄せて劣U戻で暮らしていけ

るマキハダの仕事があったのである。

マキハダの仕事は、木の皮を剥がす・運ぶ・叩くな

どの重労働と、縄絢いなどの韓労働に分けられる。軽

労働は、子どもの労働が期待できる仕事・であり、家族

を総動員して収入を得ていたのである。軽労働にあた

る部分は低賃金であり、長時間労働で補っていたとい

うことは言うまでもない。
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5 マキハダ関連資料の展示

天埋の夜問中学では、筆者が各地で調査を行う中で

収集することのできた、マキハダに関する道具などを

廊下に展示している。小さなコーナーであるが、事前

に迎絡をしていただければ見学が可能である。展示物

は次の通り。

①マキハダ(桧製/桜井・広島)(高野打讐■、②桧皮、

③桧内皮、④高野慎皮、⑤皮剥き用へラ、⑥池作業用

棒、⑦包丁、⑧打毛用石台と横鎚、⑨室用かきまぜ俸、

⑩縄絢い台、⑪てんびん秤、⑫台秤(↓リ、上桜井)、⑬タ

クリ伍雌絢い台)、⑪槌鎚、⑮広島県マキハダ恊1司細.合

NⅢ会議亊録、⑯1司封筒、⑰同工フψリ、上広島)、⑱仕

上げ川はさみ(輪島)、⑲マキハダと横鎚(愽ルD、区 J

ヒカワ(マキハダ)'P製lf,(青1励、⑳竹製サキャリと

ヤトクけセ邑湖)、四鉄製サキウチとヤトコ q,安ケ浦)。
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国指定重要有形民俗文化財

「吉野林業用具と林産加工用具」の概略

森本仙介

1 経緯

平成19作.(2007) 3河Ⅱ日付けで、当館所蔵の「古野

林業削具と林産加工用具」1,908点が国指定の重要有形

民俗文化財となった。これは当館としては初めて、県

内では5件Πの指定であり、民具関係としては平成3

年31Ⅱ旨定の「1'津川郷の山村生産用具」に続いて 2

件目となる。

当館は、昭利四年 a974)に開館して↓ソ、来、県内の

伝統的な生活に関わる民具の収集・整理・展示に努め

てきた。中でも開館直前の昭利46~48年に県下の市町

村の専門調査員に委嘱した第]次収集(第 1次・第2

次所在調査)、さらに昭和54年に製造・信仰用具等を中

心に市町村に寄贈を呼びかけた第2次収集を経て、昭

和58年には、その一部「吉野の山村生産用具」],226点

が県の有形民俗文化財に指定された。

今回の「吉野林業用貝.と林産加工用具」も、この

「吉野の山村生産用具」を核として新たな資料群に組み

直す作業として、当初は主任学芸員(当時)の浦西勉

氏のもと、平成H年度から着乎されたものである。し

かしながら、同氏が同年度(15年・]月4日付)をもっ

て県教育委員会に異動になったため、 3ケ月後の平成

15年7月に新規採用(平成20年6月までの任期付き学

芸員として)となった筆者が業務を引き継ぐかたちと

なった。

浦西氏の当初の構想は県指定の「吉野の山村生産用

具」を量質ともに拡充する方向で新たな資制・詳を形成

しようとするものであり、そのため新たなコレクショ

ン名も「吉野の山村生産・生活用具」となっていた。

つまり、信仰や社会紺織なども総合した生活全般とい

う形で、吉野山村の生i舌文化休系を民具によって拙き

出そうというものである。筆名も着任からしばらくは

前任名の揣いたこの構想を引き継いだ形での体系化を

目指す方向を採用した。しかし、鮮辧好貪料があまりに

も締在的で点在的、断片的に収集され過ぎており、知

期刷に膨大な民具を新蜆に収集しなけれぱならない現

実に加え、岡の指定を受けることのできるレベルでの

靜細なデータ(訓書)作成のためには、むしろその鞄

Ⅲ1を狭めることで的を絞る必妾があった。もっとも、

吉野地域にヌ小して深い知識と絲.験を十丁つ前任Zと民

俗・民具について全く素人からのスタートとなる笋右

とでは能ノJの差が雁然としくいたし、そもそも「、,'f町

の山村生産用只」の県指定も当の浦四氏111身が十担町

となって完成させたものであり、その内容についくの

理觧の深度にも人きな差が存在しくいたことも事笑で

ある。

↓リ、上のように、広火な地域の生産・生活に関わる民

具を短期間にカバーすることは困難である上の判断か

ら、先ずは第一・弾として吉野地方における林業、林産

加上といった専業化された生業(商品生産)に焦点を

絞った体系化を目指し、平成18年度を期隈としく完成

させる単戈1略をとった。そして、平成14~ 16年度には、

3,000点の資制・の実測1叉1と写真が揃えられた。

N俗艸物魚之より Y0131 入0.2 「」血イb99 ぢ)

2 県指定から国指定への移行

県指定の有形民俗文化財「吉野の山村生産用具」

1,226点は↓リ、下のような内容である。

(A)山樵関係

(1)杣用貝

(a)伐採用具

(b)ハツリ用具

(2)木挽用具

(3)搬出用具

(4)植林用具

(5)その他

(B)木工鬨係

(1)タルマル製作用具

(2)桶製作用貝

(3)木地製作用具

( a )椀・盆

( b )杓丁・

(4)曲物製作用具

(a)シャコ

(b)ヤロウ

(励箸製作用具

(6)経木製作用貝

(C )漆関係

(1)漆かきΠ」貝

(2)漆塗り用具

上'記の喋指定民具.は当博物鮪における収集成来の内

から主として分類に相当する民具のりストアップ作業

によって備■戈された資判・群であったため、個々の資判

( 3 )

力.C



のデータの枯度や体系的な厳密性については問題が残

つていた。そこで、 4＼回は、民具を勿'1迺ごとに再整刈1

しながら、地域をある程度限定して一例えぱ、林業用

具は川上村、割箸は下市町、樽丸は黒滝村・川上村

天川村、平杓子は天川村・大塔村一調査を進めた。

具体的には、一連の工程を文献や現地調査によって

洗い出し、対応する個々の民具.を特定し、不足してい

る民具を袖足収集することに努めた。また、地域の民

俗をフィールドワークによって理解しながら、必要な

民具を収集することに努めた。館蔵民具には国指定を

受けるレベルでの資制・情叛の不足したものが多いため、

現地での聞き取りによってデータを補足していくこと

も重要であった。これには民具のりストや写真、時に

は実物を現地に持って行って聞き取り訓査を行うなど

の方法をとることも多かった。罰査、収集にあたって

は民具の使用法や製作等といった民具の持つ物質面の

情報に加え、個人や時代、地域差にも留意しつつ調査

を行うことで、その背景の情報をできる限り収集する

ことに努めた。また、古写真や記録映像、文書なども

積極的に収集・複製し、データベース化することでコ

レクション化の一環として活用できるようにした。

そして、文化庁からの指導の結果、資料,が体系的に

(つまり、工程をほぽ再現できる質、量で)収集できな

かった、 C I (漆かき用具)、 C 2 (漆塗り用具)、 B

4 b (ヤロウ)、 B 4 C (三方)は今回のコレクション

からは除外して他日を期し、また先に指定となってい

る「十津川郷の山村生産用具」との重複を避けるため、

十津川村から収集された民具もすべて除外することに

なった。この結果、今回の f吉野林業用具と松産加工

用具」は、上記の県指定の中から撰ばれた7]8点を核と

し、],190点(平成15~]8年度に新たに収集した974点

を含む)を追加することで計1,908点となった。

(2)林産加工用具

A 様丸製作用具

B 桶製作用具

C 割箸製作用具

D 丸箸製作用具

E 経木製作用具

F 曲物製作用具

G 平杓子製作用具

H 坪杓子製作用具

1 挽物製作用具

K1111,、W勿向'1たより V01.3・1 NO.2 {1血谷00τ}'〕

3 「吉野林業用具と林産加工用具」について

今回、国の重要有形民俗文化財に指定された「吉野

林業川具と林産加IJ・H具」制・1,908点は↓リfFのような内

容である。これは名前の通り住)林業用具と(2)林

産加上用具とに大きく分類される。

^

ーーー.、,

働

゛一塵一ψ一ー、、^^ 1'ー、、^^、^̂

( 1)林業川上!

A 苗作Ⅱ1具

B 柿1ポ・伐採川↓、!

C 木挽川其

D 搬N'・運搬用只

E その他

(1)林業用具

r^

^ ^
^

(2) A 樽丸製作用具
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(2) B 桶製作用具
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奈良県南部の古野郡は、下市叫・古野町・大淀岡

東古野村・川ト,村・黒滝村・ノく川村・四吉野村'・火塔

村・野迫川村・十津川村・ヒ化1Π付・、ド上北山村の 3

町]0村からなりいr成17年9 刀25Πより大」井付・西吉

野村はh條市に合併したが、ここでは介併前の町村名

で統一・する)、県向砧の 6 割を'iめる広大な山地であ

る。

ー゛「

戸,^^

(2) D 丸箸製作用具

N俗1,レ物蝕たよ・J

^
4'゛・ ,ー:ν『.^"

◆^

' ＼＼

Y01.31

( 5 )

i、、フ-1ニコ豊^^f

f-^

^

入U 2 "屯ハ、し川りり

^

て鳥
^

^〆ーーー^

゛む・'マ▲

~^ゞ

吉野林業が発達し、早くから木材の商品化が進んだ

川上村を中心とする吉野川上流域の吉野東部に刈し、

吉野西部は十津川流域の深い谷に遮られたために出材

が挑しく、木材の商尻,化が遅れた地域である。そのた

め、ここでは東部とは異なり、スギ、ヒノキの人上林

だけでなく天然林を含めた近世以来の多様な山林利用

が見られる。

黒滝村や川上村、天川村の樽丸、下市町の割箸や桶

などは吉野林業が生みだす優良なスギを材利にしたも

のであるーカ、古野西部の野迫川村の丸箸や経木、火

川村の曲物や平杓子、大塔村の坪杓子など、広葉樹を

中心とした雑木林の利用は昭和30年頃まで継続してい

た。これら林産加工物の吉野における産地化には下市

や五條、高野山などが消費地である都市との仰介役と

して果たした役割も忘れるこどはできない。資料は明

治捌、降から昭和30仟イ弌にかけて使用されていたものが

中心であり、吉野地方の1_1_1林利用の諸相を川」らかにす

るものである。最先端の育林技術の波及と伝絖的な天

然林利用の変容。両者が共存した近代の山村の姿を具

体的に映し出す資判・として、本件が重要有形民俗文化

財に指定されたことの意覇は大きいと杉えられる。

今後は資刈の保存体制の硫立が急、務の課題となる。

また、今午の耿に予定されている記念展示や来作の縦

告吉の作成を通し、少しでも多くの力に由然とともに

生きてきた吉野の人々のくらし、民俗文化財への理鮒

を深めていただけたらとぢえている、

鴫

(2) E 経木製作用具

(2) H 坪杓子製作用具

月

I V、 1 、『4

,'^"""◆

.
魯

ー^

(2) F

^

曲物製作用具

^

(2) G 平杓子製作用具
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県指定有形民俗文化財

「奈良県の牛耕用具」の概略

岩宮峰司

はじめに

当館で収藏し(いる「奈良県の牛耕用只」 544,,Xが、

平成19年(2007) 3 河30日付けで、県指定の有形民俗

文化財になったト。当鯨の収蔵資利・が、県指定の文化

財になったのは、 24午ぶり2 度めのことである。私は、

教育委員会文化財保存課の指導の下、この牛耕用具の

整理を担当してきた q刈表①は、その経緯をまとめた

ものである)小。そこで、↓ヅ、下では、牛耕用具の槻安

と今後の展望を述べくみたい。

1 資料の特徴

今回、指定された牛耕用具は、明治時代の終力り頃

から昭和時代の中頃に、県・内の各地で使われていた造

具である。これらの道具は、図表②の様に、 3種類に

大別される。その特徴は、主に、↓リ、下の 5 点にまとめ

られる小 0

①当館に牛耕用具を寄蛸して頂いた方への聞き取り

調査によれば、昭和時代に使われていた牛耕用旦'は、
」1

図表②に示した道具でほぽ網羅している。②当鮪の牛

緋用具は、(奈良県の中・南部は少ないが)ほぼ県内の

全域から収集している。③当館の牛制・用具を比較検削

すれぱ、県内の平野部と山開部における耕牛を媒介と

した、生活の内実、共通点や扣違点、地域性や岫イt性

などが明らかになる。④当館の牛耕1-1-1具は、「現代社会
・ウ

から消え丈・ろうとしている過酷な労'働を共に行い、家

族の様に暮らしていた頃の、刷・牛と人との関わり方や

記慌U を具休的に永しくおり、民俗資料・とし(の価値

が高い。⑤当鮪の牛耕川具は、ιf代から近代にかけて、

都の緑辺でH本的な農業休系を高度に発達させた奈良

盆地およぴその1司辺で使力れた道共.であり、日本列島

やアジアの諸地城との小耕技術の交流や展開を具.休的

に永しており、1離史資判・としくの価価が局い。

当鮪の収藏資判は、全て村床イ之であった。有床酪の形

態は、長大な啄に、叶・到と「柄」が怯介されているも

の(60,'1.0 、加小な1ボに、 W,jのみが按介さ九ているもの

(36点)、柄とイ木化した床になっくいるもの(74',,!、0 、

この 3 種類に分類しにくいもの(6 点)に分かれる

(それぞれ「長床地・中床他・短所圃到ども1呼ぱれる),

また、短1未砲は、 1'.を掘り起こす部分が、 1筒所のも

の姓8点)、 2 箇所のもの(26点)に分かれる(それぞ

れ「 1艾耕飽・三段耕砲」とも11乎ぱれる)。

(Ⅱ)は、田抽えや麦まきなどをする前に、士を細

かくする道貝(118点)である。某本的には、掘り起こ
Ξ 1 1」

したナ.の塊を砕くために、(1)の後に使った。形態は、

歯の形が、針の様なもの(87点)、鉈の様なもの(27点)、

両方が細.み合わされたもの(2点)に分かれる。この

3 形態は、歯が、固定されたもの、厄1転するもの、向
^

方が細.み合わさ九たものに細分される。従っく、砕士

機は、 9型式に分類される,。

(Ⅲ)は、田槌えや麦まきなどをする前に、士を整

地する道具(25上D である。植えるものに迪した士の
L 七三、/J

形態を作るために、(1・Ⅱ)の後に使った。板馬鍬
1

.、]J

(10点)とは、代掻きの仕上げに、一般的に馬鍬と呼ば

れる砕士機のル刷に装着する迫具であるσ代掻き惨」

とも呼ばれる)。形態は、砕士機の歯の前後、もしくは、

前か後ろに付けられた板材(2点)と、歯にはめ込む
Lr 1

ための加工がされた角材(8点)に分かれる。培士慌
^

住2点)とは、麦や野菜などを植える畔を作る道具であ

る(「谷揚機・溝凌機・作満機」とも1呼ぱれる)。その

中の 1点は、寄賠者が地を培士懐に改良したものであ

る。それ↓リ、外の11点は、婁当告会社などは異なっている

が、形態差は、ほとんど見られない。作条機(3 点)

とは、麦や野菜の稙を植える満を畦の上_に作る道具で

ある。形態差は、ほとんど見られない。

爪りは、 H1柚えや麦まきなどをした後に、士を管

理する道具( 8,.、梯である。(務ノJ"」)除草懐( 2,'1、0
ト

とは、安川jに、牛"嶋に引かせて水川の'1リ叫除草を行う

迫,、じある。 j杉兌邑は、前1則に寸を,元だ 3 つのルiiEd)1↑1 じ、

'・ヤ央は1幅が広く、左右は幅が狄くなっているもの(1

,,1、0 ど、舸側に並人だ 3 つの歯中の幅が、分く同じも

代俗H,物飾/:より

ーター

＼ UI.3 1 Xil.ご 1 ψイD{川り]

CULTIVATOR (小耕機)を利訳したものであり>加の

小秋・除草や_1_.寄せなどを行'う迫!・!.である、その小の]

',,'、〔は、形態的には忰・上懐の様であるが、「1111い力・1-1 カルチ

ベーター」と「'されくいる。それ↓リ、外の 5 点は、何れ

も 1河力から後力'にかけて、中輪・歯・培 1オ反が村けら

上は

2 資料の内容

(1)耕牛に牽引させる道具

1刈火゛＼の( A )は、 1,'耕の}1加こ、 1井牛・に引っ帳らせ

た膿貝.{327',.'、0 であり、、1 柯秩川こ刷Ⅲ刈される

(1)は、倒1゛えや麦まきなどをする前に、 1'.在・掘

り起こす迫具(176,,1、0 である。 f■は、「肝U と 11乎ばれ
1

る都分の打川によって、イイ床地ど無床{訊こ大別される。
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れている。

(2)耕牛に装着する道具

図表②の山)は、牛耕の時や牛小屋にいる時に、耕

牛の体に付けられた道具(186点)であり、 4 種類に細

別される。

(1)は、(A)の農具を引っ張るために付けられた

道具.(]52点)である。牛耕装着用具一式(56点)とは、

牛の体に付けられた道具の総称である。首木(53点)

耕鞍(55点)ドロビキ(35点)などの牽引具が、縄な

どで連結されたままの状態で残されている。首木(42点)

とは、牛の首に付けられた道具である。首木は、牛の首

に固定するために、中央部にあけられた穴の有無によっ
{けLJ」「【「'〕

て、有穴首木(35点)と無六首木(7点)に大別される。

前者の形態は、穴に、「首かせ棒」と呼ばれる木が通さ
Jコ

れているもの(3 点)、紐が通されているもの(26点)、

通されていたものが現存していないもの(6点)に分か

れる。後者の形態は、両端部以外に顕著な加工痕がない

もの(2点)、両端部以外にも加工痕があるもの(5点)
ー'】く.」

に分かれる.。耕鞍(30点)とは、牛の背中に付けられ
ノ]

た道具である御。形態は、「枠木」と呼ばれる部分が、

前側と後側にあり、両方とも牛の背中をまたいでいるも

の(25点)、後側はハの字に分かれ、前側のみが背中を

またいでいるもの(1点)、後側はなく、前側のみが背

中をまたいでいるもの(4 点)に分かれる(それぞれ
」<^^' 」、1 上J^

「双橋鞍・単橋鞍・独橋鞍」とも呼ぱ九る)。ドロビキ

(24点)とは、首木や耕鞍などの牽引具と酌や馬鍬など

の農具を連結するために使われた道具である0。

(Ⅱ)は、耕牛を思い通りに動かすために付けられた

道具(25点)である。鼻輪(Ⅱ点)とは、牛・を統制する
」

ために、牛の鼻に付けられた道具である。口籠(M点)
」

とは、農作業の時に、牛が農作物や草を食べたり、噛み

ついたりしない村Uこ、・牛の凶に付けられた道具である。

(Ⅲ)は、耕牛の体を守るために付けられた道具(フ

点)である。牛の背あて(1点)とは、農作業の時に、

牛の背中が廂くならない様に、背中と1小桜の間に引いた

敷物である。この敷物は、マニラ麻などで織った村1.布の

ドンゴロスを、1用したものである。牛の草札(5 点)と
"

1

は、牛の爪を保護するために、牛の足に付けられた履物

である。通常の農作業の時には、使わなかったが、砂利

迫を歩かせたり、町への運搬や牛の貸し1皆りのために途

佳,をしたり、する11Jにはかせた、牛の蚊よけ(1,'父)と
1

は、蚊・虻・蝿などから小左'了るために、牛の休にかぶ

せた迫具である。牛が少しでも動くと、スダレ状になっ

Y01'訓 NO.ご f 辿イむ99 り「

た紐がゆれ、虫を追い杉、う仕組.みになっていた。

(Ⅳ)は、(1)から(Ⅲ)に分類できない道具(2

貞)である。寄贈された時の状況を記した台帳によれぱ、
]
ノ〕^

牛の泥よけ(1点)とは、牛耕の畔に、泥が飛び散らな

い様に、牛の体に付けられた道具である。牛のタスキ

(1点)とは、牛の首にかける輪状にした細長い布のこ

とである。このタスキには、印11和三十八年度第五回

佐用郡犢牛品評会主催佐用郡畜産養蚕農恊連四等賞」
ノ^

と記されている。牛耕の最終段階に、寄贈者力汁申労から

買った子牛がつけていた。

】

(フ)

(3)耕牛の世話をする道具

図表②の(C)は、耕牛を世話する時に使われた道具

(31点)であり、 3 種類に細別される。
ヘセ 、

(1)は、耕牛に飢を与える道具(20点)である。飼

葉入れ(4点)とは、牛に食べさせる餌を入れる道具で
}」゛,

ある。形態は、一般的に隙ヨ葉桶」と1呼ばれる円い桶の
/ J/」」 JJ J

形をした器(3点)と、丸太を制り貫いたり、板材を組

み合わせたり、して作った箱や船の形をした器(1点)

に分かれる。また、寄贈者達への聞き取り調査によれば、

少し航れた所で農作業をする時に、牛の弁当箱と呼べる
1^し ^

様な、小さい桶を使っていた人もいた。押切り(]6点)
b ]1

とは、牛の鱒となる藁や干し草を適当な長さに切る道具

である。形態は、切る時に、刃か重力かないもの(]5点)

とf刃が動くもの(1点)に分かれる(それぞれ「押金

式卯切り一受金式押切り」とも呼ぱれる)。

(Ⅱ)は、耕牛の小屋を清掃する道具(5点)である。
゛_、〒ナーノL J

肥打(4点)とは、堆肥や堆妃となる牛小屋に敷かれて
力

いた藁を掻き集めたり、移動させたりする道具である

(「肥掻き」とも呼ばれる)。何れも U字形をした 2 本の

歯が付いている。フォーク(]点)とは、干し草や牛小

屋に敷く藁をすくったり、移動させたり、する道具であ

る。 4本の歯が、付いている。寄賠名逹への聞き取1片凋

査によれぱ、 3木歯の胆打やワオークを使っていた人も

いた
1: L '、 1

^

(Ⅲ)は、耕牛の体を清潔にする迫貝.( 6,,,气)である。

牛・のケシ(3,,1、0 とは、牛の体をこすって、休に付いた

炎を取ったり、休毛や体;川を整えたり、する遊具である。

形態は、突起物が付けられた大恨おろし状のもの(2点)

と、獣モや柚物繊雜などかイ」'けられたブラシ状のもの

(1点)に分かれる。先ずは、前著を使って汚れを収り、

次には、後打を仙って什上げた、牛の爪切 1げ脈(3,,1J、)

とは、牛の爪を削って、砂利迫で爪が削れたり、白分の

休を傷つけたり、しない様にする迫只.である。

K俗"1加川たより



おわりに

今後は、この指定文化財別4点を分析して、奈良県の

牛制・川貝.の「モノサシ」(基進)を作りあげたい。そし

て、そのモノサシを活用しく、↓リ、下の 3',戈を行いたい。

①県内の博"バ詑や教育委員会とネソトワークを形成

し、各施没に収納されている牛1井用具の嗣査を行う。そ

れによっく、タ白蔵されている'卞j、ル用旦の意味づけを行い、
二]

忘、吹をヲ・えると共に、岬、内の牛1井の地域1牛や全体像を把

握する。②今後、牛耕用具の寄蠣依頼があった時、収集

する資利・と祀録保存する資判の判断基準を設ける。現状

では、記録保存システムの術築は、収納スペース問題の

改善と民,師升究の深化などにおいてぐ必要元マ可欠である。

③当館および奈良県全体で、牛耕に関する諸資判,を包括

的に保存し、公表していく。牛耕という生活様式を共有

する国内・外の人が、何かを考えていく上で、討jれたり、

参照したり、する施設や地域に育てていく'。

{× 1

伏の"、]が

力司气,ン

たり、なら 1_たり、する迫1、しのγ,1力、とし(一般化している" 1j〔、

りて、町初は、 f A )のイ止もしくは(Ⅲ)の小分ルをμj鍬七

してぃ力し力Ⅵ_、.1.U鯏、という乞.1尓が、「ヒコウキマンカ」「コ

エダシマンガ」な七、代癒き↓リ、外の迫典γ.と 1ノても仙われてい

るこ上、'1上鯏、の木質的な形態や桃能が、砕士.械の沌N、,、に含まれ

ること、巧鯏、は、東アジアにおける砕 1二1ルベカ;吃i¥1Ⅲ典柴の允展

過"1から創川され力こ七から、ここでは、砕上城の'形態とし

た

綿)この小には、使川名がドロビキをー;川したもの、分保Xがト

ロビキを誤認したもの、が含まれているとぢえられる、

(6)寄!M七辻への開き収り朋介によれば、「コグラ」と1呼ぱれるこ

とも多いこの牢'称は、仙畩・娩鞍・乗松や小の休に止べて、

小鞍であクたこと、もしくは、刷鞍がなまったこと、に11{来し

ているとぢぇられる
1

イフ)寄昭薪辻への陽き収り訓査によれぱ、 N秋 U元禁)1 と1呼ばれ

ることも多い、しかし、厳帝に言えぱ、楸とは、円のリ貞,胸

尾につける緒の務汗力、のこと、もしくは、牛の尻にかけく印の綜

を固定させる綿のこと、である。従って、ここでは、前掲註(3)

「奈良市疋川町から収架した民具について」などの開き収り剖査

に基づいて、ト'ロビキという孕,称を1史1-11 した。しかし、『手Π決_ι

才図会』巻35などから、「尻竹Ⅲという名称のノjが、妥当かもし

オ L なし、ぐ

絽)地妓性を明硫にし、'小り伝えていくことが、地域住民や地域

訓会の発展につながる。それが、場介によ0ては、観光に結ぴ

ついていくのであろう。

註

住)「牛肋・」とは「小を利用した農耕」、「耕牛」とは「農耕に利川

された牛」、のこ上である。

(2)博物鯨の呪;伏を踏まえ、↓リ、下の様な作業計1111iを策症した一i

牛刈N・け1.のコレクション化作柴を迎展させることで、収戚資半1

の学術的な意義何けを行うと共に、収蔵状況の改哲を1Ξ1指す

(コレクション化についぐは、判仟島「奈良盆地の農業生産・生活

用貝.ーエレクション化に向けてー」(『民俗博物館だより』 94、

奈良県立民俗博物ル官、 2004イ1りを参照)。 1牛1、11・用11.の整理件業

を袖助してもらうために、大学生と高校生による1専物鯲実習を

i舌川した。 1新たな作業・収藏牢岡を佛H呆するために、半」・別届

などの時にしか使わない企仙展示室や資椚の扱止,人がしにいく

収納仙を活川した。

当鯨の現状や収藏資判は、民俗資利・を収納している他の施設

と火差ないであろう"資料の所イi者が、その気になりて炊埋作

業を行えば、指定文化吋仁なるN俗資村は各地に岻っているに

述いない。凹鮮のコレクション化件染が、悦状の打Ⅲ1ど収1歳資

1'1の指定文化財化を同指す力の参ぢになれば〒いである、

(3),羊刑は、河野辿明「N俗山物含印N粂民呉から余良の'f代を探

る」(『N俗ト、ヤ.1刎'だより』鮖、同 b、 20備イr)上以ドの判仟ibを

参川して険きたい、「粲良lbノゼⅡ1町から収架したN典についくー

小1、11・左小.〔、にー_1 {『レ」上』 92 ・ 93、 2004 イ1'、 1<111は、杉業上し

て、",彬増仏頼の資判を収架する 11、1●しくは,己↑'1父存する 11.7の HI

1,f.1}・左勉!雄して訊Υi した)、「奈f↓Lリ、内の糸ノJ 川断ゾ,',織」(『1司上』

97、 2(川6 イ1.)、「たがやす一牛上くらした 11 々ー」げ 1・1f'』 98、

2007午)、「奈IUI,UJ、」における.11j鍬0刈牙長的な小」・徴」げ奈良県゛

N俗リ門勿N詞1亡'饗』 2]、 2(川5{下、ポ1i,むおよび↓リ、ドの 2 11;"よ、「奈良

L',しの小川川只.のモノサシし1,1-1,'・)」を什るための叩き介どして訊

'゛しブこ)、「糸」'↓リ.uj、」における RΠξイJの形惑的な粘微」げ1・11.』

22、 2006(ド)、「奈」'U,'{・内の'1・川・川!!.」叫 Y冽咲I×1H 心疋!しが"1 る^^、

"らしの変逃一資チ、1収条3小1.の帆跡一』、阿 1.、 2{川、111.}、「県指

従文化吋になりた小1、11・111! w d、なら 1く俗辿 1,、イ」 152、奈良訂i出1、

20071F 、1 j1 6 11]

(1)この小で、 11

「.Π)那、(ズ,グワ

列に枯Πどされたものは、・・般的には

上 11乎ばれる.U,鯏、は、ト.を,嗣11かくし

N俗1,1門勿印たより ＼イ]1.31 NO.ご fJ唖イh9勺り 1
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大阪の資産家に救われ奈良の農家に来た牛

岩宮際司

本稿は、昭和15年(1941)頃のある耕牛について口、

大和郡1_U市城町在住の吉村義雛氏から開いた二舌をまと
1 」 1

めたものである小'

NO.2 1 血イ五9川ナj

吉村氏の姉は、昭和3 作頃に、大阪市内にある立

家の木家に嫁いだ。その分家の叔父は、メリヤスをア

メリカに愉十,する会社(火阪市西区江戸堀)を創業し、

ー・代で巨万を得た小。多い時には、 1日で5 万円の利

益があった。その叔父が、フ7歳の頃、病気になった。

3 人の急、子は、病気平癒の祈1頼について話し合った。

次男は、「父は、大阪天満宮の天杣さんを信仰している。
_:りし」 ]

屠殺場で、天神さんの使いである牛を助けたら、御利

益があるだろう。大阪の家では、牛を飼えない。本家

の嫁の実家は、奈良で農業をしている。そこで、助け

た牛を飼ってもらおう」と提案した。他の 2 人もすく

に同調し、本家の嫁と吉村氏に連絡した。

連絡を受けた吉村氏は、郡山駅から現在の近鉄電車

に乗り、朝10時に、大阪の屠殺場け昜所は不明)に向

かった。次男は、屠殺場の人と交渉し、 2 歳頃の「赤

牛」を200円で買った小。吉村氏には、 150円ぐらいの

牛に見えた。我々の足下を見て、金額を釣り上げたと

思った。しかし、父の病気平癒〒刷顛と息、子・の経済状態

からすれば、安い買し叫勿であり、即決であった。

牛は、利口な家畜である。飼い主の指示がなくても、

制・作中に反転する所を覚えていたり、田地から牛・小屋

まで、由分で帰ったりした。この赤牛は、数時間後に

殺される予定であったが、ひょ人なことから命が助か

つたことを悟り、喜んだのであろう。屠殺場の円を出

た時には、モオーモオーと高々に吠えた。それを見て

いた吉村氏と急、・fは、助けてよかったと.獣った。

古村氏は、迫行く人などから、奈良まで約40kmの道

のりを剛きながぢ府宅した(北葛城郡上、Y町を通過し

たと思うが、行科.は不明)。赤牛が、通小で卓とすれ述

つた時に、暴れないかど不安だった。しかし、赤Tは、

感剛の気持ちなのか、屠ネ劃昜から触れたい上いう気持

なのか、休憩もしないで、元気よく歩いた、忠、 fから

は、"}り 1」祭に、,水牛の飼料代上して、]001リをもらった、。

気前がいい人だと思ったン。

オぐ家であった吉付氏は、近所に作む分家の叔父ど、

2軒で 1頸の煕T (メス)を飼0くいたー、古村氏が、

、

上記の話は、人と牛の関わり方における 2つの側面
きノ、ニ"]吉」']1_ J

(家畜と信仰)、殖産興業を支えた耕牛やメリヤスエ業

の状況、大阪と奈良の関わり方、資産家と農家の価値

観など、近代化を突き進む日本の地j或性と時イt陛、民

俗性と歴史性、を端的に示している。強運を持った赤

牛も、耕牛の宿命には、勝てなかったのである。

連北帰った赤牛を飼うことになったので、それまで飼

つていた黒牛・は、分家にあげた。以後、両家では、牛

利・を止めるまで、それぞれⅡ項ずつ飼った。

6・フケ月後、姉から、「叔父が死去した」と迎絡があ

つた。「本当は、赤牛め§死ぬまで飼って欲しいと思って

いた。しかし、今となっては、いつ赤小を自山にして
i jr"

も備わない」と言われた。しかし、亦牛は、従順で体

も大きく、感謝の気持ちもあってか、良く働いてくれ

た。すぐに手放す気には、なれなかった。しばらくは、

家族の一員として、共に暮らし、農作業を行った。
]1ι」1 1」ノ] ^
^^^

4・5年後、牛の売買を行う博労が、奈良市山陵町から

来た。成長した赤牛は、 2 歳半頃の仔牛(黒牛のメス)

と交換され、どこかに連れて行かれた1。赤牛は、戦
'◆ 1 十

中・戦後の食料・増産にも励んでくれた。今でも感謝の

気持ちでいっは゜いである。

Ⅶ小

・主

(])「'卞刺d 上は「牛を利用した農朝」、「耕牛」とは「農耕に刊汁1さ

九た牛」、のことである平成]9年松007)フ・、 9 1]に、 3 回、開

き取り調査をhう上共・C、本稿の読み介わせを行い、誤認をなくした。

②霜者は、明治小1午住9Ⅱ)牛.れの山業農家である、牛訓の時には、

田地]7反を刷作し、]反町たり米2.フイ1の収杖があ0 た_

(3)話名によれば、当川は、大利郡111市柳町でもメリヤス(司"糸やモ

糸などをループ;υ、の集合休に編み、市性左高めたもの)が作られ、

この会汁に述ぱれていた、訊者がイ乍った釆物を、この述送便て届け

くもらうこ上もあった

は)1舌殺場の人は、煕小 W上憾おより、 JJ、牛(゛小咋系〕の方力¥"1いや

すいど勧めくきた'者は、この畊、初めてゾ」、q,・を見た。その後、

昭和3〔川.頃に、判1厶札を昭人して小棚を止めるまで、水'ドをほと人

ど見るこ上がなかった'円打によ九は、地ノLでは、 1吾殺場のこ七を

「トンコツ气'」七 11丁ぶ

(5〕話Zの感覚くは、 1〔川門は現nの](川万門に側当した「喝、'^'1

人りの米伏234 吐0イ1)を売った川＼了i放 1'■もらりた U川円札

は、その川じ見る代哩であった、'レ11け、」反の川地は、 600~7001」1

で北買さ九、]カ'門の吋分かある膿家は、ほ上人上なか0た

心)訊 X によれば、地Jtくは、この様なル]fi力1上のT を「アイヘ'ウシ」

七 11T'、 1向*'C は、] 11'小牛を則 0 、C いた

{7 別の耕・小の川には、 1リ、、ドの1'なこ上かありた判牛の代釡につ

いく、 1,,1,,労上 1廷元く 1叫Ⅲ1 も父ルした交せし、が峨古.する上、"1労と

瑞にこ向イを fCべ、.唖れて1・iか九る U1牛にもこ馳止をり・え t:,1,、^}リ

際に、,舌Zか「すくにトンコツヘ'に迎れて1」くなよ」上「;みど、い,

労は「これから商Ψ]"、^1嶋を什りているΠ1開に迎れ、ぐイ! そこで4
、

,・ 3 午おから志食べさせ、1他えさせるから、'[、kιするな」上括りた

N俗1,11物魚大よ:J Y01.31
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易
民俗公園だより

前号四8号)に続いて、今回は9.6haの里山に自生す

るキ討木について述べていこう。

平成]5年度の樹木台帳訓査では、里.山部分の樹木に
1]".;)、

ついては、悉皆調査ではなく6力所のサンプル調査が

行われているのみで、その点では現状を正確に把握し

ているとはいえないが、どういう樹木が生育している

かの状況はとらえられる。

サンプル調査による自生する樹木の多い方からのべ

スト10は表のとおりである(サンプルは 5 × 5 m四方

6 力所とっての結果。本数は推定)。

自生する樹木

川瀬 :"=
ノ^ 熱

鴛見察される種類としては、ネズミモチ、カマツカ、

コバノガマズミ、ヤマウルシ、タラノキ、ヤマツッジ、

モチツツジ、コバノミツノやソツジ等で、その下に草本

類としてのネザサやワラビ等力靖忍められる。

低木による景観として特徴的な存在としてコバソミ

ツノやソツジがある。

早春のソメイヨシノ桜の咲く少し前に公園に来てい

ただければ、冬枯れの残っている景色の中に、そのピ

ンク色の美しさが一段と映・えるのでよく目立ちすぐわ

かる。関西の野山に春の訪れを伝えてくれる花である。

↓リiNこ、テレビ局からこの花の美しさを放映するに

あたり、「公園全体で何本位あるの?」と聞かれ、さす

がに本数を数えたことは無いので、答えに詰まってし

まったものの、 150本位ですと答えた。今後のために、

一度は大雑把に数えようとも思うが、この樹木も公園

の高木をある程度管理して林床に光が入るようにして

いるから自生できるのであり、高木が成長して畿そう

としてくると、たちまち消えていく運命にある。

【高木】

たまたまサンプルをとった場所に認められなかった

樹木にアカマツがある。昭和40年代からの松食い虫に

よるアカマツの衰退により、数量的には著しく減少し

ているものの、一番樹高の高い状態で所々に大木とし

て見られる。このあたりのかっての里山の代表的景観

の名残である。

高木として次に樹高の高いのがクヌギとコナラであ

る。燃料革命といわれる石油燃料の各家庭での普及以

前は、薪炭材の原利・として一番用いられたのがこの2

種であり、重宝されたが現在は炭の材料・用に定期的に

伐採されることもなく、結果的に高木として残ること

になった。

高木本数のべスト10に入るほどではないが、里11_1内

に散発的に見られる枯仟重にクロバイがある。樹高は 5

m程で目立つ高さではないが、 4月.ト.旬に樹木全体が

白い花で覆われ、遠くからでもそれとすぐわかる。

民俗公鬮内の里1_1_1地区は、公園管理の而からある程

度の中木、低木の管即.がなされ、後継樹の抑制がなさ

れくいる。しかし、周りの矢田丘陵の景観を見ていた

だければすぐわかるが、 5河の若葉の頃にシイの木の

花が途目にわかるように、長期的にはシイ・カシ林に

移行し(おり、卵.山も千入れがなされなければ、本来

は、春1Ξ1熨,111のような照葉樹林になる過親にある。
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2

種類

3

ネジキ

4

サカキ

5

ソヨゴ

タカノツメ

本数

6

7

フ,700

コナラ

ノラカシ

8

4,900

{低木】

里山地区の低木については、サンプル訓査のヌ、j'象に

されておらず、影酷1的な数量の把握はなされくいない。
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